




























































































































































































1 2 3 4 5 6
できなかった イメージ できる 気づく 必要 悪かったところ
はっきり 介護 アドバイス 実際 改あて
よい 活かせる 違う 変わる 良いところ
わかる 考える 感じた 利用者
改善 今後 観察
確認 姿 客観的
行動 自分 他の人
材料 大切 多く
場面 提供 発見
表情 反省
冷静
クラスター1：行動の確認と改善
クラスター4：現実とのギャップ
クラスター2：今後の介護
クラスター5：必要
分，大切，提供の9個の構成要素で表された。ク
ラスター3は，できる，アドバイス，違う，感じ
た，観察，客観的，他の人，多く，発見，反省，
冷静の11個の構成要素によって表された。クラス
ター4は，気づく，実際，変わる，利用者の4個
の構成要素で表された。クラスター5は，必要と
いう1っの構成要素で表された。クラスター6は，
悪かったところ，改めて，良いところの3個の構
成要素で表された。
4．考察
　テキストマイニングによるテキストデータ解析
によって6つのクラスターに分類された。
　クラスター1は，できなかった，はっきり，よ
い，わかる，改善，確認，行動，材料，場面，表
情という構成要素で成り立っている。このクラス
ターを「行動の確認と改善」と名付けた。その理
由として，「自分の行動を確認することで反省点
が見つかるし，今後どう改善していいのかを考え
るきっかけとなる。」という学生の記述からもわ
かるように，自分自身の行動をビデオで確認する
ことにより，できなかったところがはっきりわか
クラスター3：振り返り
クラスター6：再発見
り，今後の行動を改善していく材料になると解釈
できる。
　クラスター2は，イメージ，介護，活かせる，
考える，今後，姿，自分，大切，提供の9個の構
成要素で表された。これを「今後の介護」と名付
けた。その理由として，「自分の介護の様子を自
分の目で確認し悪いところに自分で気づいていく
ことは大切なことだと思う。今後の自分に役立つ」，
「介護を提供している姿は自分ではイメージしに
くいので，ビデオで確認して，自分の介護を提供
している姿をイメージするのは大切」という学生
の記述があった。これらにっいて，ビデオの視聴
は，イメージという媒介過程を通じて，学習によ
り行動を変容させる方法である認知行動療法（内
山　1992）として，ビデオの映像というイメージ
を通して，学生個々の認知に働きかけることにな
り，この認知の学習により，学生の介護技術の行
動変容への動機付けに繋がっていくのではないか
と考える。
　クラスター3は，できる，アドバイス，違う，
感じた，観察，客観的，他の人，多く，発見，反
省，冷静という構成要素によって表された。これ
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らを「違う角度から見ることで新たな発見ができ
る」「自分の行った介護を客観的に観察でき，そ
のときより冷静に考えることができた。」との記
述から，「振り返り」と名付けた。
　クラスター4は，気づく，実際変わる，利用
者の4個の構成要素で表された。これを「現実と
のギャップ」と名付けた。その理由は，「実際に
やってみるのと，やっている自分を客観的に見る
のとでは，考え方が変わる」，「介護を提供した時
と客観的に見た時では，同じ場面でも利用者の反
応や表情の見え方が違って，それまで気づくこと
ができなかったことに気づくことができる」とい
う記述内容から，ビデオを視聴することで，実際
に介護を提供した時とビデオを視聴後の物事の捉
え方の違いに気づいたのだと考えられる。
　クラスター5は，必要という1個の構成要素で
表されたたあ，「必要」と名付けた。自分の行動
の観察や利用者理解のために必要であるという学
生の意見があった。
　クラスター6は，悪かったところ，改めて，良
いところの3個の構成要素で表された。これらを
「自分の介護の良いところ，悪いところが改めて
発見できるから」という記述もあり，「再発見」
と名付けた。
　ビデオに収録したロールプレイを再生して，見
ることは自らを客観視するミラーの技法の効果が
ある（川野1997）ことから，ビデオ視聴による学
生の学びとして，現実とのギャップについて新た
な発見ができ，客観的に自分の提供した介護を振
り返ることができる。それにより，自身の行動改
善への動機づけに繋がり，今後の介護に活かして
いくためにもビデオでの観察学習の必要性が示唆
された。
　今回，実習で最も困った場面を取り上げ，グルー
プディスカッションを行った上でロールプレイを
実施した。その中で，学生は自分自身や，他者の
意見や考え方について，肯定的に捉えていること
が伺えた。これは相手の理解，自分自身の理解が
可能になり，未熟な部分も含めた自分自身を肯定
的にとらえることで実習への動機づけが高まる
（村井2002）ことにっながるのではないかと考え
る。
5．おわりに
　ビデオ視聴後，自分が介護を提供している姿を
ビデオで確認することについての自由記述をテキ
ストマイニングで分析した結果，「行動の確認と
改善」，「今後の介護」，「振り返り」，「現実とのギャッ
プ」，「必要」，「再発見」の6個のカテゴリーに分
類された。
　ビデオ視聴による学生の学びとして，現実との
ギャップにっいて新たな発見ができ，客観的に自
分の提供した介護を振り返ることができる。それ
により，自身の行動改善への動機づけに繋がり，
今後の介護に活かしていくためにもビデオでの観
察学習の必要性が示唆された。
　本研究は，実習で困った場面をロールプレイで
再現し，その場面のビデオ撮影をし，ビデオ視聴
からの学びを明らかにすることを目的としていた。
しかし，サンプル数の少なさは調査の限界の一っ
である。また，分析方法にっいてテキストマイニ
ング手法を使用したが，言葉の置換方法や，削除
辞書の作成等の手続きに関して，より詳細な検討
が必要であると考える。
　また，今後の介護技術の授業において，より効
果的にビデオでの観察学習を行うための検討も加
えていきたい。
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